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名名
古古
屋屋
市市･･

新新
たた
なな
交交
通通
へへ
のの
アア
クク
シシ
ョョ
ンン

～
み
ち
ま
ち
ウ
ィ
ー
ク 

＆ 

水
上
交
通
の
実
現
～

櫻
井 

高
志

欧欧
米米
のの
公公
共共
空空
間間
はは
どど
うう
変変
わわ
っっ
たた
かか
？？  

～
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
中
心
と
し
た
十
五
年
の
変
化
～ 

井
澤 

知
旦 

■
は
じ
め
に 

 

昨
夏
、
十
五
年
ぶ
り
に
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を

は
じ
め
と
す
る
公
共
空
間
の
活
用
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
欧
米
へ
調
査
研
究
に
出
か
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
訪
問
都
市
は
、
欧
州
は
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
、
パ
リ
、
ミ
ラ
ノ
の
三
都
市
、
北
米
西
海

岸
は
シ
ア
ト
ル
・
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
の
三
都
市
の
合
計
六
都
市
で
あ
る
。

公
共
空
間
の
活
用
に
関
し
て
、
風
土
・
気
候
の

違
い
が
あ
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
米
国
と

欧
州
を
取
り
上
げ
、
か
つ
緯
度
の
異
な
る
都
市

を
選
定
し
て
い
る
。
一
九
九
七
年
に
調
査
を
実

施
し
た
が
、
定
点
観
測
的
に
分
析
で
き
る
よ
う

昨
年
同
じ
都
市
を
対
象
に
調
査
し
た
。 

い
ま
だ
十
分
に
分
析
整
理
で
き
て
い
な
い
が
、

そ
こ
に
は
ホ
ッ
ト
な
最
新
情
報
が
含
ま
れ
て
い

る
た
め
報
告
す
る
も
の
と
し
た
。 

 ■
パ
リ 

パ
リ
市
で
は
、
十
五
年
間
に
オ
ー
プ
ン
テ
ラ

ス
は
一
万
ヶ
所
か
ら
一
万
一
三
〇
〇
ヶ
所
に
、

囲
い
込
み
テ
ラ
ス
も
二
五
〇
〇
ヶ
所
か
ら
三
五

○
○
ヶ
所
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
前
者
は
そ
れ

ほ
ど
の
増
加
率
で
は
な
い
が
、
室
内
で
の
喫
煙

を
禁
止
し
た
こ
と
（
二
〇
〇
八
年
）
が
増
加
し

た
背
景
に
あ
る
。
囲
い
込
み
テ
ラ
ス
の
増
加
率

が
著
し
い
が
、
そ
の
背
景
を
明
確
に
す
る
必
要

が
あ
る
。
な
お
、
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
も
ガ
ラ
ス

等
の
衝
立
な
ど
で
領
域
を
明
確
に
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、
喫
煙
場
所
の
明

確
化
や
傾
斜
地
の
床
設
置
に
お
け
る
転
落
防
止

が
あ
る
よ
う
だ
。 

パ
リ
市
は
二
〇
一
一
年
に
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
に

関
す
る
条
例
を
二
十
一
年
ぶ
り
に
改
正
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
歩
道
幅
の
二
分
の
一
ま
で
利

用
で
き
る
こ
と
を
再
明
確
に
し
、
そ
の
上
で
占

用
で
き
る
範
囲
を
、
身
障
者
に
配
慮
し
て
、
街

路
樹
か
ら
建
物
の
壁
ま
で
の
範
囲
か
ら
、
街
路

樹
の
ツ
リ
ー
サ
ー
ク
ル
の
端
ま
で
と
し
た
こ
と
、

暖
房
設
備
に
つ
い
て
初
め
て
と
り
あ
げ
、
二
酸

化
炭
素
削
減
に
寄
与
す
べ
く
、
ガ
ス
暖
房
は
禁

止
で
電
気
暖
房
を
前
提
と
し
て
い
る
。
ま
た
人

通
り
の
多
い
歩
道
で
は
、
通
行
帯
の
幅
を
満
た

し
て
い
て
も
強
化
し
な
い
権
限
は
市
に
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
各
種
テ
ラ
ス
の
占
用
料
は
二
一

一
〇
万
ユ
ー
ロ
、
屋
外
看
板
を
含
め
る
と
三
五

〇
〇
万
ユ
ー
ロ
、
財
政
規
模
七
三
億
ユ
ー
ロ
に

対
し
て
は
〇
・
五
％
に
過
ぎ
な
い
が
、
二
六
人

の
現
場
調
査
員
の
人
件
費
や
道
路
修
繕
費
等
に

充
て
ら
れ
て
い
る
。 

 ■
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン 

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
は
着
実
に
増
え
て
い
る
よ

う
だ
（
設
置
個
所
は
未
調
査
）
。
観
光
ス
ポ
ッ
ト

で
あ
る
運
河
沿
い
の
ニ
ュ
ー
ハ
ウ
ン
通
を
見
る

と
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
市
役
所
東
側
の
通
り

（Vester-Voldgade

）
で
は
広
幅
員
歩
道
を
活

か
し
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
増
加
が
見
ら
れ
、

中
心
部
か
ら
少
し
離
れ
た
通
り
で
は
中
央
分
離

帯
に
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
設
置
し
、
道
路
を
超

え
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
例
も
見
ら
れ

た
（H

alm
torvet

）
。
行
政
の
姿
勢
は
、
ま
ず

無
料
で
実
験
的
に
使
用
し
て
、
ど
う
い
う
空
間

に
な
る
の
か
、
ま
た
そ
の
是
非
に
つ
い
て
市
民

に
考
え
て
も
ら
う
ス
タ
ン
ス
を
取
り
、
「
Ｎ
Ｏ
、

Ｎ
Ｏ
、
Ｎ
Ｏ
！
で
は
な
く
、
Ｙ
Ｅ
Ｓ
と
言
え
る

街
」
に
し
よ
う
と
す
る
意
気
込
み
と
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
ら
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
使

命
だ
と
い
う
自
負
が
そ
こ
に
は
見
ら
れ
た
。 

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
市
は

自
転
車
を
通
勤
通
学
の
主
要
交
通
手
段
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
る
。
二
〇
二
五
年
目
標
の
自
転

車
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
プ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
）
構
想

を
掲
げ
、
自
転
車
に
よ
る
通
勤
通
学
比
率
を
二

〇
一
五
年
に
は
現
状
の
三
十
六
％
を
五
十
％
に

引
き
上
げ
る
内
容
で
あ
る
。
日
本
の
よ
う
に
歩

道
を
自
転
車
が
走
る
こ
と
は
な
く
、
専
用
道
を

整
備
す
る
こ
と
か
ら
、
道
路
空
間
の
再
配
分
に

よ
っ
て
自
転
車
が
拡
充
さ
れ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
は
市
民
が
集
う
多
種
多
様
な
広
場
が

都
心
部
で
整
備
さ
れ
て
い
る
。
子
供
も
大
人
も

憩
う
こ
と
が
で
き
、
水
辺
、
芝
生
、
農
地
、
独

自
の
遊
具
が
あ
る
広
場
が
そ
こ
こ
こ
に
あ
る
。 

  
                 

① 

み
ち
ま
ち
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
２
in
さ
さ
し
ま 

名
古
屋
市
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
「
み

ち
ま
ち
ウ
ィ
ー
ク
」
と
称
し
た
ま
ち
と
交
通
を

テ
ー
マ
に
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

「
な
ご
や
新
交
通
戦
略
推
進
プ
ラ
ン
」
で
掲
げ

る
「
み
ち
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
た
市

民
へ
の
啓
発
や
体
験
の
場
で
あ
る
。
昨
年
度
に

は
栄
・
大
須
地
区
で
「
ち

ょ
い
乗
り
バ
ス
社
会
実

験
」
を
行
い
、
第
二
弾

と
し
て
、
昨
年
十
月
二

十
七
・
二
十
八
日
に
、

さ
さ
し
ま
地
区
に
お
い

て
「
み
ち
ま
ち
ウ
ィ
ー

ク
２
０
１
２

in
さ
さ

し
ま
」
を
開
催
し
た
。 

内
容
は
、
大
き
く
二
つ
。
ひ
と
つ
は
、
次
世

代
の
移
動
手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
立
ち

乗
り
型
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
セ
グ
ウ
ェ
イ
）

の
走
行
体
験
で
あ
る
。
名
古
屋
大
学
と
の
共
同

実
施
に
よ
り
、
愛
知
大
学
の
協
力
で
同
校
の
キ

ャ
ン
パ
ス
モ
ー
ル
を
会
場
に
実
施
し
た
。
も
う

ひ
と
つ
は
、
地
区
内
の
道
路
（
ラ
・
バ
ー
モ
さ

さ
し
ま
の
西
側
道
路
）
を
車
両
通
行
止
め
に
し

て
車
道
上
に
テ
ー
ブ
ル
や
ベ
ン
チ
を
並
べ
て
利

用
し
て
も
ら
う
〝
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
〟
で
あ
る
。 

セ
グ
ウ
ェ
イ
の
走
行
体
験
は
、
目
新
し
さ
が

あ
る
た
め
、
来
訪
者
の
目
を
惹
き
、
若
者
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
想
定
し
て
い
た
枠
以
上
の
方
（
約

一
六
〇
名
）
が
試
乗
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

乗
り
降
り
や
操
作
は
と
て
も
簡
単
、
こ
れ
が
あ

れ
ば
移
動
が
楽
に
な
る
な
ど
の
意
見
や
、
実
際

に
街
中
で
走
行
す
る
に
は
専
用
の
通
行
帯
が
あ

っ
た
ほ
う
が
よ
い
な
ど
、
将
来
の
利
用
に
つ
な 

          
   

が
る
意
見
も
得
ら
れ
た
。
市
で
は
、
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
、
今
後
の

「
み
ち
ま
ち
づ
く
り
」
に
活
か
し
て
い
く
。 

セ
グ
ウ
ェ
イ
の
よ
う
な
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ

は
現
在
法
的
な
位
置
づ
け
が
な
く
、
実
証
実
験

が
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
名
古

屋
市
で
も
発
展
的
な
展
開
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
た
い
。
例
え
ば
、
限
定
し
た
エ

リ
ア
設
定
が
で
き
る
地
区
で
運
用
実
験
を
行
う

の
も
面
白
い
。 

次
に
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
だ
が
、
そ
の
出
現

が
唐
突
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
街
に
い
た
人

は
は
じ
め
戸
惑
い
を
見
せ
て
い
た
が
、
徐
々
に

歩
道
か
ら
車
道
に
出
て
、
ベ
ン
チ
等
を
利
用
し

は
じ
め
た
。
ラ
ン
チ
や
お
し
ゃ
べ
り
、
読
書
、

ス
マ
ホ
な
ど
思
い
思
い
の
使
い
方
が
見
ら
れ
、

く
つ
ろ
い
だ
午
後
の
風
景
が
道
路
に
生
ま
れ
た
。

二
日
目
は
残
念
な
が
ら
雨
の
た
め
中
止
…
。
短

時
間
の
実
施
、
体
験
し
た
人
数
も
限
ら
れ
た
も

の
で
は
あ
っ
た
が
、
道
路
の
使
い
方
を
考
え
る

よ
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
う
。 

名
古
屋
市
で
は
、
陸
上
交
通
・
水
上
交
通
の
新
た
な
展
開
に
向
け
た
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。
み
ち
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
「
み
ち
ま
ち
ウ
ィ
ー
ク
」

と
、
中
川
運
河
・
堀
川
な
ど
を
活
用
し
た
水
上
交
通
網
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み

で
あ
る
。
弊
社
で
携
わ
っ
た
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。 

 

 

 

 

イメージキャラクター 

ミッチー(左)、マチルダ(右) 

名
古
屋
市
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
よ
り
全
国
初
の
歩
道
上
で
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
（
当
初
は
休
憩
施
設
と
呼
ぶ
）
を
実
施
し
た
が
、

そ
の
事
前
調
査
の
た
め
に
一
九
九
七
年
に
欧
米
六
都
市
の
公
共
空
間
、
と
り
わ
け
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
と
し
て
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て

調
査
し
た
。
あ
れ
か
ら
十
五
年
、
欧
米
で
は
Ｅ
Ｕ
の
緊
縮
財
政
や
米
国
の
財
政
の
崖
と
い
っ
た
経
済
環
境
に
あ
る
が
、
公
共
空
間
を

取
り
巻
く
環
境
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
て
い
る
の
か
、
そ
れ
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
多くの参加者で賑わったセグウェイ走行体験

シャンゼリゼ大通のカフェテラス 2012 ニューハウン通-上1997下2012 
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■
ミ
ラ
ノ 

公
共
空
間
の
利
用
に
あ
た
っ
て
義
務
と
し
て

の
税
金
制
か
ら
許
可
申
請
と
し
て
の
料
金
制
に

概
念
が
変
化
し
た
。
市
が
空
間
を
管
理
し
、
収

入
は
市
の
一
般
財
源
に
組
み
込
ま
れ
る
。
公
共

空
間
の
利
用
料
金
総
額
は
五
六
〇
〇
万
ユ
ー
ロ

で
市
の
財
政
規
模
の
二
・
一
％
で
あ
っ
た
。 

現
在
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
は
一
七
一
二
ヶ
所
、

囲
い
込
み
テ
ラ
ス
は
五
九
七
ヶ
所
、
キ
オ
ス
ク

は
一
七
七
ヶ
所
で
あ
る
。
こ
の
数
値
は
こ
こ
数

年
で
大
き
な
変
化
は
な
い
。
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
と

し
て
の
利
用
時
間
は
当
初
二
十
二
時
～
二
十
三

時
で
あ
っ
た
が
、
規
制
緩
和
の
な
か
で
一
時
三

十
分
ま
で
の
利
用
が
可
能
と
な
る
も
、
住
民
の

反
対
に
合
っ
て
一
時
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。 

 

■
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ 

こ
こ
で
は
二
つ
の
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
た

い
。
目
的
利
用
路
地
の
位
置
づ
け
を
持
つ
裏
通

り
（Alleyw

ay

）
で
は
、
代
替
利
用
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
昼
間
帯
（
十
一
時
～
十
四
時

三
十
分
）
に
自
動
車
が
締
め
出
さ
れ
、
車
道
に

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
カ
フ
ェ
が
設
置
さ
れ
る
。
そ
の

時
間
帯
は
自
動
車
の
通
行
が
な
い
よ
う
、
街
区

両
サ
イ
ド
の
ゲ
ー
ト
が
少
し
の
隙
間
を
空
け
て

閉
め
ら
れ
る
。
今
回
の
訪
問
で
は
、
知
る
限
り

に
お
い
て
一
ヶ
所
が
三
ヶ
所
に
増
え
て
い
た
。

こ
こ
ま
で
利
用
す
る
の
か
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
が
つ
き
そ
う
だ
。 

も
う
一
つ
は
パ
ー
ク
レ
ッ
ト
（Parklet

）
と

い
う
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
れ
は
車

道
に
設
置
し
て
あ
る
メ
ー
タ
ー
付
パ
ー
キ
ン
グ

を
、
そ
こ
に
面
す
る
民
間
企
業
が
建
設
費
と
そ

こ
で
の
売
り
上
げ
と
同
等
の
利
用
料
金
を
支
払

え
ば
、
自
前
の
広
場
と
し
て
独
自
の
水
準
で
整

備
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
行

政
と
し
て
は
道
路
空
間
の
一
部
を
民
間
に
任
せ

る
こ
と
で
、
素
早
く
パ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
が
確
保

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
こ
れ
は
民
間
が
整

備
す
る
も
の
の
誰
で
も
が
利
用
で
き
る
場
所
と

す
る
こ
と
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
年
目
の
利
用
料
金

は
一
五
〇
〇
～
二
〇
〇
〇
ド
ル
／
一
台
相
当
空

間
、
二
年
目
か
ら
二
〇
〇
ド
ル
と
減
少
、
建
設

費
は
お
よ
そ
七
千
～
一
万
ド
ル
か
か
る
よ
う
で

あ
る
。
現
在
三
十
五
ヶ
所
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。 

 ■
シ
ア
ト
ル 

こ
の
都
市
の
特
徴
は
、
従
来
の
サ
イ
ド
ウ
ォ

ー
ク
カ
フ
ェ
タ
イ
プ
（
Ｓ
Ｃ
）
に
加
え
て
、
テ

ー
ブ
ル
＆
チ
ェ
ア
タ
イ
プ
（Table&

Chair

＝

Ｔ
＆
Ｃ
）
を
追
加
し
て
い
る
。
Ｔ
＆
Ｃ
は
一
テ

ー
ブ
ル
二
脚
で
四
テ
ー
ブ
ル
ま
で
設
置
可
能
で
、

年
間
初
年
度
一
四
六
ド
ル
、
更
新
は
一
四
〇
ド

ル
の
使
用
料
金
が
か
か
る
。
こ
こ
に
は
、
飲
食

サ
ー
ビ
ス
は
不
可
で
あ
り
、
誰
も
が
無
料
で
座

れ
る
。
こ
の
点
は
名
古
屋
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

と
類
似
で
あ
る
。
従
来
型
は
Ｔ
＆
Ｃ
の
使
用
料

金
に
加
え
、
一･

五
六
ド
ル
×
面
積
（ft 2

）
（
修

繕
費
に
充
て
ら
れ
る
）
が
徴
収
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
に
は
二
四
〇
件
、
二
〇
一
二
年
に

は
二
八
六
と
増
え
た
。
な
お
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。 

 ■
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド 

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
も
公
共
空
間
の
ル
ー
ル
が
二

〇
〇
八
年
に
大
き
く
変
わ
っ
た
。
カ
フ
ェ
、
屋

台
、
自
販
機
、
新
聞
販
売
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
を
個

別
条
例
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
も
の
を
一

つ
の
条
例
に
統
合
し
た
（
新
聞
販
売
ボ
ッ
ク
ス

の
取
り
扱
い
が
未
定
の
ま
ま
）
。
条
例
の
統
合
化

に
あ
わ
せ
て
、
Ｓ
Ｃ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
コ
ス

ト
も
高
く
な
っ
た
。
十
ド
ル
だ
っ
た
時
は
Ｓ
Ｃ

を
維
持
す
る
費
用
六
万
ド
ル
の
四
％
強
し
か
賄

え
ず
、
総
合
交
通
資
金
が
投
入
さ
れ
て
い
た
。

今
日
申
請
費
用
が
一
五
五
ド
ル
（
基
本
一
五
〇

ド
ル
＋
四
・
五
ド
ル
／ft

）
に
な
っ
て
か
ら
は

（
年
間
使
用
料
が
基
本
七
五
ド
ル
＋
一
・
五
ド

ル
／ft

が
別
途
必
要
）
、
収
入
が
十
一
万
ド
ル
に

達
し
て
、
Ｓ
Ｃ
の
運
営
コ
ス
ト
を
賄
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
申
請
件
数
は
二
六
八
件
（
二
〇
〇

八
年
）
か
ら
六
〇
〇
件
（
二
〇
一
一
年
）
に
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
商
業
者
に
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
る
。 

公
共
空
間
を
よ
り
快
適
に
す
る
た
め
に
、
パ

リ
に
あ
る
よ
う
な
公
衆
ト
イ
レ
（
建
設
整
備
に

一
万
ド
ル
）
を
順
次
設
置
し
、
ま
た
ト
ラ
ン
ジ

ッ
ト
モ
ー
ル
の
歩
道
で
は
行
政
が
キ
オ
ス
ク
を

整
備
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
。 

                
 

                           

 

そ
の
他
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
部
の
協
力
に
よ
る
「
ま

ち
と
交
通
」
に
関
す
る
講
演
や
パ
ネ
ル
展
、
来

場
者
へ
の
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
交
付
、
カ
フ
ェ
で

の
イ
ベ
ン
ト
コ
ラ
ボ
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
や
、
ク

ー
ポ
ン
券
の
配
布
な
ど
、
地
区
内
の
各
施
設
と

連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。 

み
ち
ま
ち
ウ
ィ
ー
ク
は
毎
年
、
何
ら
か
の
先

駆
的
な
社
会
実
験
を
行
う
恒
例
の
場
と
し
て
、

定
着
さ
せ
て
ほ
し
い
。
来
年
度
ど
の
よ
う
な
企

画
が
登
場
す
る
の
か
、
楽
し
み
に
し
よ
う
。 

 ② 

水
上
交
通
網
の
充
実 

名
古
屋
市
で
は
、
中
川
運
河
、
堀
川
、
名
古

屋
港
を
結
ぶ
水
上
交
通
網
の
実
現
と
熱
田
～
桑

名
を
結
ぶ
七
里
の
渡
し
復
活
に
向
け
て
、
民
産

官
学
が
連
携
し
た
「
水
上
交
通
網
推
進
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
昨
年
六
月
に
設
置
し
、
検
討

を
は
じ
め
た
。 

ど
の
よ
う
な
水
上
交
通
の
導
入
が
相
応
し
い

か
は
今
後
の
検
討
次
第
だ
が
、
平
成
二
十
八
年

度
か
ら
の
本
格
運
航
を
目
標
に
据
え
、
そ
れ
ま

で
に
段
階
的
に
試
行
、
つ
ま
り
社
会
実
験
を
取

り
組
み
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
と
し
て
い
る
。

昨
年
十
一
月
一
〇
日
に
、
そ
の
一
回
目
に
あ
た

る
企
画
が
実
施
さ
れ
た
。 

内
容
は
、
市
民
を
対
象
に
し
た
無
料
の
乗
船

体
験
で
あ
る
。
主
催
は
名
古
屋
市
と
名
古
屋
港

管
理
組
合
。
船
体
は
堀
川
で
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
事

業
を
行
っ
て
い
る
東
山
ガ
ー
デ
ン
の
御
座
船

「
義
丸
」
を
利
用
。
ル
ー
ト
は
堀
川
納
屋
橋
を

出
発
し
て
、
名
古
屋
港
を
経
由
し
、
中
川
運
河

堀
止
へ
達
す
る
ル
ー
ト
二
便
と
、
逆
ル
ー
ト
二

便
の
計
四
便
で
あ
る
。
時
間
は
約
二
時
間
。
乗

船
中
は
ガ
イ
ド
に
よ
る
歴
史
や
ま
ち
の
案
内
、

途
中
の
熱
田
・
宮
の
渡
し
で
は
下
船
し
て
ガ
イ

ド
付
き
の
散
策
も
あ
っ
た
。 

市
広
報
な
ど
を
通
じ
て
参
加
者
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
定
員
一
四
〇
名
に
対
し
、
二
千
名
以

上
が
応
募
す
る
ほ
ど
の
人
気
振
り
だ
っ
た
。
個

人
か
ら
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
老
夫
婦
ま
で
多
様
な

方
々
が
参
加
し
、
毎
便
満
席
運
航
で
あ
る
。
そ

の
日
は
、
天
候
が
非
常
に
よ
く
、
強
い
風
や
波

も
な
く
、
運
航
自
体
は
と
て
も
気
持
ち
の
よ
い

も
の
だ
っ
た
。
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も

満
足
だ
っ
た
と
の
感
想
が
と
て
も
多
く
、
ま
た

開
催
し
て
ほ
し
い
と
の
声
も
聞
か
れ
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
将
来
の
本
格
運
航
を
見
据
え
、

望
ま
し
い
運
航
形
態
や
ル
ー
ト
、
乗
船
場
の
あ

り
方
、
船
の
仕
様
、
沿
川
の
魅
力
づ
く
り
な
ど

に
つ
い
て
も
意
見
を
聞
い
て
お
り
、
そ
の
結
果

も
踏
ま
え
て
、
今
後
、
市
で
は
名
古
屋
に
相
応

し
い
水
上
交
通
の
将
来
像
な
ど
を
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。 

水
辺
を
見
直
す
動
き
は
全
国
各
地
で
活
発
に

進
め
ら
れ
て
い
る
。
水
上
交
通
を
み
る
と
、
大

阪
・
道
頓
堀
川
で
は
、
落
語
家
に
よ
る
ガ
イ
ド

や
ジ
ャ
ズ
演
奏
な
ど
が
付
い
た
遊
覧
船
を
走
ら

せ
、
都
市
観
光
に
違
っ
た
楽
し
み
を
提
供
し
て

い
る
。
ま
た
、
博
多
で
は
、
名
古
屋
同
様
、
社

会
実
験
や
産
官
学
に
よ
る
協
議
会
で
の
検
討
を

経
て
、
中
州
の
あ
る
那
珂
川
や
博
多
湾
な
ど
を

運
航
す
る
異
な
る
五
種
類
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
事
業
者
を
募
っ
て
平
成
二
十
三
年

度
か
ら
運
航
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。 

参
考
と
な
る
取
り
組
み
は
全
国
に
多
々
あ
る

が
、
名
古
屋
に
相
応
し
い
水
上
交
通
は
何
で
あ

る
か
の
見
極
め
が
重
要
で
あ
る
。
陸
上
交
通
が

充
実
し
て
い
る
だ
け
に
、
バ
ス
の
よ
う
な
移
動

目
的
の
運
航
よ
り
は
観
光
目
的
の
ほ
う
が
可
能

性
は
高
い
だ
ろ
う
。
個
人
的
に
は
シ
ド
ニ
ー
の

よ
う
な
日
常
の
足
と
な
る
船
が
あ
る
と
楽
し
い

と
思
う
が
、
重
要
な
の
は
、
民
間
で
の
事
業
性

の
有
無
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
需
要
が
ど
れ

く
ら
い
あ
る
か
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
よ
う
な
体

験
乗
船
は
是
非
何
度
も
行
っ
て
、
市
民
へ
の
普

及
啓
発
と
需
要
喚
起
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中川運河堀止を出航する義丸と見送るスタッフ

ポートランドの公衆トイレとキオスク型コーヒースタンド 
Ｔ＆Ｃ(上)とＳＣ(下) シアトル ランチタイムカフェ(上)とパークレット(下) オープンテラス ミラノ 

ラブカフェ？ ミラノ もう一つのパークレット ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ 
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